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堂　本　暁　子 前千葉県知事、元 IUCN 副会長

山　岸　　　哲 兵庫県立コウノトリの郷公園　園長

＜関係団体＞

一般社団法人 日本経済団体連合会 （経済界）

公益社団法人 経済同友会 （経済界）

日本商工会議所 （経済界）

公益社団法人 日本青年会議所 （経済界）

一般社団法人 大日本水産会 （経済界）

全国漁業協同組合連合会 （経済界）

社団法人 日本林業協会 （経済界）

全国森林組合連合会 （経済界）

全国農業協同組合中央会 （JA全中） （経済界）

全国農業協同組合連合会 （JA全農） （経済界）

一般社団法人 日本旅行業協会 （経済界）

国際自然保護連合日本委員会 （IUCN-J） （保全・普及啓発団体）

公益社団法人 日本植物園協会 （保全・普及啓発団体）

公益社団法人 日本動物園水族館協会 （保全・普及啓発団体）

公益財団法人 日本博物館協会 （保全・普及啓発団体）

国連生物多様性の10年市民ネットワーク （保全・普及啓発団体）

一般社団法人 CEPAジャパン （保全・普及啓発団体）

生物多様性わかものネットワーク （保全・普及啓発団体）

一般財団法人 自然公園財団 （保全・普及啓発団体）

SATOYAMAイニシアティブ推進ネットワーク （保全・普及啓発団体）

公益財団法人 日本自然保護協会 （NACS-J） （保全・普及啓発団体）

地球環境パートナーシッププラザ （GEOC） （保全・普及啓発団体）

公益社団法人 国土緑化推進機構 （保全・普及啓発団体）

公益財団法人　山階鳥類研究所 （保全・普及啓発団体）

生物多様性自治体ネットワーク （地方自治体）

＜関係省庁＞

外務省

文部科学省

農林水産省

経済産業省

国土交通省

環境省

・後援団体
一般社団法人 日本新聞協会

一般社団法人 日本民間放送連盟
※ 下線は第４回委員会から参画いただく団体
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国連生物多様性の10年日本委員会 （UNDB-J）
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国連生物多様性の 10 年日本委員会（UNDB-J） 

平成 25 年度事業実施結果 

 
 
 
１．意見・情報の交換 

（１）生物多様性全国ミーティング 

・11/10 に兵庫県豊岡市で「第３回生物多様性全国ミーティング」を開催 

・「生物多様性キャラクター応援団共同宣言式」、講演、認定連携事業等の発表、参

加者同士が意見交換を行うワークショップ等を実施 

・11/9 の「生物多様性自治体ネットワーク定期総会」、「生物多様性ミニフォーラム」、

「生物多様性エクスカーション」と連携して開催 

 
（２）生物多様性地域セミナー 

・生物多様性自治体ネットワーク構成団体に連携・協力を呼びかけ、「生物多様性

地域セミナー」を３か所で開催 

7/15 熊本県阿蘇市、8/10 富山県富山市、1/25 愛媛県松山市 

・「生物多様性キャラクター応援団共同宣言式」、「生物多様性リーダー任命式」、「MY

行動宣言デモンストレーション」、講演、認定連携事業等の発表、パネルディス

カッション、参加者同士が意見交換を行うワークショップ等を組み合わせて実施 

 

（３）生物多様性出前講座【日本自然保護協会】 
・生物多様性の普及啓発を目的に、講師を派遣する座学タイプの出前講座を１か所

で実施 

8/30 横浜市（生物多様性自治体ネットワークとの共催） 

 
（４）特別事業 

・国際生物多様性の日シンポジウム「三陸復興国立公園の創設から考える生態系サ

ービスの強化と持続可能な地域社会の構築」（5/22：東京）において、UNDB-J の

活動を紹介 

・第１回アジア国立公園会議（11/13～11/17：仙台）において、UNDB-J の活動のほ

か、東北に関連する認定連携事業や子供向け推薦図書を紹介 

 
２．連携事業の認定【国際自然保護連合日本委員会】 
・UNDB-J が推奨する連携事業を９月（第３弾：11 事業）と３月（第４弾：12 事業）

に認定（平成 25 年度末時点：43 事業） 

・認定された連携事業については、UNDB-J のロゴマークをご使用いただけるととも

に、ウェブサイトやセミナー等の機会に紹介 

 

★ 新規事業 
☆ Iki・Tomo 推進事業 

【 】Iki・Tomo 推進事務局

★☆ 

☆ 

資料２ 
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３．推薦図書等の選定 

・UNDB-J が推薦する子供向け図書「生物多様性の本箱」については、UNDB-J のロ

ゴマークをご使用いただけるとともに、環境 goo 等のウェブサイトや、セミナー

等の機会に紹介 

・「生物多様性の本箱」については、地球環境パートナーシッププラザや環境省生

物多様性センターでの展示のほか、様々なイベントへの出展により広報 

4/29 新宿御苑みどりフェスタ、5/3～5/5 上野の森 親子フェスタ（上野公園）、6/1～6/2 エ

コライフ・フェア（代々木公園）、8/7～8/8 子ども霞が関見学デー、9/1 地球と恋する暮らし

（東京ミッドタウン）、10/5～6 GTF グリーンチャレンジデー（新宿御苑）、12/12～14 エコプ

ロダクツ展（東京ビッグサイト等） 

・「生物多様性の本箱」を小・中学校、図書館、普及啓発施設等へ寄贈するため、

企業等に寄付協賛を呼びかけ 寄付協賛募集事業 

丸の内さえずり館（GTF グリーンチャレンジアワード UNDB-J 賞） 

 

４．主流化推進チームによる広報・主流化 

（１）地球いきもの応援団、生物多様性リーダー 

・セミナー等の機会を活用し、地球いきもの応援団の中から新たに 2名を「生物多

様性リーダー」に任命（平成 25 年度末時点：7名） 
7/15 江戸家 猫八さん、1/25 さかなクン 

・生物多様性マガジン「Iki・Tomo（イキトモ）」において、地球いきもの応援団の

メンバーから生物多様性に関する取組やメッセージを紹介 
草野 満代さん、土屋 アンナさん、茂木 健一郎さん、ルー大柴さん 

 

（２）生物多様性キャラクター応援団 

・新たに 26 のキャラクターが入団（平成 25 年度末時点：97） 
・セミナー等の機会を活用し、UNDB-J キャラクター「タヨちゃんサトくん」と開催

地のキャラクターが今後協力して普及啓発に取り組む「生物多様性キャラクター

応援団共同宣言式」を実施 
5/26 秦野市観光協会「丹沢はだの三兄弟」、7/15 熊本県「くまモン」、阿蘇市「あか牛くん」、

8/10 富山県「きときと君」、10/5 TBS ホールディングス「eco ブー」、11/10 豊岡市「コウノ

トリのコーちゃん・オオサンショウウオのオーちゃん」、1/25 愛媛県「みきゃん・ストッピー」、

西条市「カブちゃん」、四国中央市「しこちゅ～」、西予市「せい坊」、東温市「いのとん」、鬼

北町「きほくん」、愛南町「なーしくん」 

・缶バッジやシールを活用して広報を強化 
 

（３）Iki・Tomo パートナーズ 
・生物多様性の主流化、国民運動への足掛かりとして、Facebook を活用した仕組み

を構築。UNDB-J の活動の趣旨に賛同し、自ら行動する個人・団体がメンバーとし

て参画（平成 25 年度末時点：約 1,050） 
・メンバーには、UNDB-J のロゴマークをご使用いただけるとともに、認定連携事業

や子供向け推薦図書をはじめとする UNDB-J の様々な取組を発信 

 

★ 

★ 

★ 

★ 
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５．普及啓発ツール・アイテムの展開 

（１）MY 行動宣言 ５つのアクション【CEPA ジャパン】 
・ウェブサイト等で「MY 行動宣言シート」の活用を広く呼びかけ、あらたに 21 件

のイベント（参加者数約 4,870 人）で活用 

（平成 25 年度末時点：112 件のイベント（参加者数 25,550 人）で活用） 

・MY 行動宣言を参考に５つのアクションに即した活動を表彰する「生物多様性アク

ション大賞 2013」の実行委員会に参画 
・シートの裏面に企業等の生物多様性に関する取組を掲載するなど、企業等にタイ

アップを呼びかけ UNDB-J タイアップ事業 
GTF グリーンチャレンジデー（来場者約 12,500 人）のチラシに MY 行動宣言を掲載したほか、

MY 行動宣言を活用したカードラリーに約 600 人の子供が参加 

 

（２）グリーンウェイブ 

・2013 年は参加団体 567、協力団体 140、参加者約 18,000 人、植樹約 41,000 本 

2012 年は参加団体 465、協力団体 144、参加者約 18,000 人、植樹約 60,000 本 

2011 年は参加団体 383、協力団体 91、参加者約 28,000 人、植樹約 79,000 本 

2010 年は参加団体 1,588、協力団体 45、参加者約 111,000 人、植樹約 254,000 本 

2009 年は参加団体 80、協力団体 7、参加者約 3,000 人、植樹約 3,500 本 

・リーフレットを活用して各セクターに働きかけ 
 

（３）広報誌 

・一般生活者を対象とした普及啓発用小冊子として、自然の恵みを感じる生物多様

性マガジン「Iki・Tomo」を３回発行 
特別号（10月）「つないでいこう、生物多様性の 10 年」 

UNDB-J の取組の紹介、Iki・Tomo パートナーズへの参画の呼びかけ 

Vol.6（1 月）「みんなの生物多様性 ～わたしたちが今できること～」 

国内外の著名人からのメッセージ 

コンサベーション・インターナショナル副理事長 ハリソン・フォードさん 

生物多様性国連親善大使 エドワード・ノートンさん、COP10 名誉大使 MISIA さん 

地球いきもの応援団 草野 満代さん、土屋 アンナさん、茂木 健一郎さん、ルー大柴さん 

Vol.7（3 月）「ものづくりと生物多様性」 

身近にある物の原材料や由来から考える生物多様性、暮らしの中のロングライフデザイン 

・企業等の生物多様性に関する取組の掲載や、既存の小冊子等とのコラボレーショ

ンなど、企業等にタイアップを呼びかけ UNDB-J タイアップ事業 
 

（４）環境教育 
・企業、NPO/NGO、教育機関等における既存の環境教育に係る情報を収集し、現場

の課題やニーズについて整理 
 

★ 

★ 

★ 

★ 

☆ 
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６．ウェブサイト等による発信 

（１）UNDB-J ウェブサイト 

・リニューアルしたウェブサイトにより、UNDB-J の活動状況等を発信 
 

（２）生物多様性.com（仮称）【日本自然保護協会】 
・市民を対象に、日常の中で生物多様性の恵みを感じる機会を提供するためのウェ

ブサイトの構築に向け、運用方針、UNDB-J ウェブサイトとの役割分担、情報掲載

の手続き等を検討 
 

（３）広報ツール 

・リーフレットやブックマーク（東北の間伐材を活用）等を活用して各セクターに

働きかけ 

 
７．委員会等の運営 

・委員会（5/23）、幹事会（8/26、2/25）、運営部会（5/20、7/25、2/3）を開催 

・寄付金の活用については UNDB-J 支援事業財務委員会（5/20、2/25）と連携 

 
 
【参考】 
（１）UNDB-J 推進事業（愛称：Iki・Tomo 推進事業）について 

・UNDB-J 活動を拡大するため、UNDB-J 構成団体による事業との連携が効果的な事業や、
UNDB-J 構成団体からの提案事業等については、環境省（UNDB-J 全体の事務局）と調整の
うえ、UNDB-J 推進事業（愛称：Iki・Tomo 推進事業）に位置づけ、当該団体内に事務局
（愛称：Iki・Tomo 推進事務局）を設置 

・事業の実施にあたっては、UNDB-J 全体の事務局である環境省と連携しつつ実施 
 
（２）寄付協賛募集事業について 

・事業規模の拡大等を図るため、事業の目的や趣旨に応じて、企業等に寄付協賛を呼びか
けつつ事業を実施 

・例えば、「生物多様性の本箱」の各作品を東北に寄贈するプロジェクトについては、各出
版社への協賛（本の提供）の呼びかけや、企業等への寄付（寄贈式の実施費用の負担等）
の呼びかけについても実施を検討 

 
（３）UNDB-J タイアップ事業について 
・企業等と UNDB-J がタイアップし、生物多様性の普及啓発ツール・アイテムを作成 
・例えば、「Iki・Tomo」の発行については、企業等の生物多様性に関する取組を掲載する

企画についても実施を検討（企業等は制作費等を負担、UNDB-J は生物多様性に関するコ
ンテンツを提供するなど） 

 

★☆ 
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国連生物多様性の 10 年日本委員会（UNDB-J） 

平成 26 年度事業実施計画（案） 

 
 
 
１．生物多様性に関する行動の呼びかけ 

（１）MY 行動宣言 ５つのアクション【CEPA ジャパン】 
・国民一人ひとりが生物多様性との関わりを自分の生活の中でとらえることができ

るよう、５つのアクションの中から自らの行動を選択して宣言する「MY 行動宣言

シート」を、主流化の取組みの初動となるツールとして活用を広く呼びかけ 
・シートの裏面に企業等の生物多様性に関する取組を掲載するなど、企業等にタイ

アップを呼びかけ UNDB-J タイアップ事業 
 

（２）生物多様性アクション大賞による表彰【CEPA ジャパン】 

・国民一人ひとりが 5 つのアクションを理解し実践するため、全国各地から事例を

収集してウェブサイトに掲載することと、各地の活動を応援することを目的に、

企業等に寄付協賛を呼びかけ、MY 行動宣言の５つのアクションに即した活動を募

集し表彰する「生物多様性アクション大賞 2014」を UNDB-J 主催事業として実施 
 
２．主流化に向けた活動プログラム 

（１）「生物多様性の本箱」の普及 

・UNDB-J が推薦する子供向け図書「生物多様性の本箱」については、環境 goo 等の

ウェブサイトやセミナー等の機会に紹介するほか、地球環境パートナーシッププ

ラザや環境省生物多様性センターでの展示、様々なイベントへの出展により広報 

・「生物多様性の本箱」の広報を強化するため、図書館での展示フェアや、観察会

と連携したイベントの実施等を検討 

・「生物多様性の本箱」を東北の小・中学校、図書館、普及啓発施設等に寄贈し、

生物多様性に支えられる東北復興を支援するため、企業等に寄付協賛を呼びかけ

【日本自然保護協会等】 寄付協賛募集事業 
 

（２）連携事業の認定【国際自然保護連合日本委員会】 
・UNDB-J が推奨する連携事業を９月（第５弾）と３月（第６弾）に認定 

・認定連携事業については、ウェブサイトやセミナー等の機会に紹介するほか、リ

ーフレットを活用して各セクターに働きかけ 

 

（３）グリーンウェイブ【国土緑化推進機構】 寄付協賛募集事業 

・グリーンウェイブを強化するため、企業等にも協力を呼びかけつつ、「生物多様

性と子どもの森」キャンペーン実行委員会等の関係団体と連携して事業を実施 

・参加団体に参加証を発行するほか、全国一斉キャンペーン用のポスターを作成し、

リーフレットとともに各セクターに働きかけ 

・各種イベントで生物多様性キャラクター応援団がグリーンウェイブ活動への参加

を呼びかけ 

★ 新規事業 
☆ Iki・Tomo 推進事業 

【 】Iki・Tomo 推進事務局

☆ 

資料３ 

★☆ 

★ 

★☆ 

☆ 

★ 

★ 

★ 
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（４）生物多様性出前講座【日本自然保護協会】 
・生物多様性の普及啓発を目的に、講師を派遣する座学タイプの出前講座を３か所

で実施 

 
３．セクター間の情報交換 

（１）生物多様性全国ミーティング 

・10 月に愛知県で「第４回生物多様性全国ミーティング」を開催 

・「生物多様性自治体ネットワーク定期総会」、「生物多様性ミニフォーラム」、「生

物多様性エクスカーション」と連携して開催 
 
（２）生物多様性地域セミナー 

・生物多様性自治体ネットワーク構成団体に連携・協力を呼びかけ、「生物多様性

地域セミナー」を３か所で開催（北海道、宮城県大崎市、大分県） 
 
４．情報発信 

（１）広報誌 

・一般生活者を対象とした普及啓発用小冊子として、自然の恵みを感じる生物多様

性マガジン「Iki・Tomo」を３回発行 
・企業等の生物多様性に関する取組の掲載や、既存の小冊子等とのコラボレーショ

ンなど、企業等にタイアップを呼びかけ UNDB-J タイアップ事業 
 

（２）生物多様性.com【日本自然保護協会】 
・日常の中で生物多様性の恵みを感じる機会を提供するためのウェブサイトを構築 

 

（３）Iki・Tomo パートナーズ 
・Iki・Tomo パートナーズへの新たな参画を広く呼びかけ 

・認定連携事業や子供向け推薦図書をはじめとする UNDB-J の様々な取組のほか、

UNDB-J 構成団体の取組を広く発信 

 

（４）環境教育 
・企業、NPO/NGO、教育機関等と連携し、生物多様性に関する環境教育の普及方策

を検討 

・検討結果は ESD ユネスコ世界会議において紹介 
 

（５）UNDB-J ウェブサイト 

・UNDB-J の活動状況等を発信 
 

（６）広報ツール 

・リーフレットやブックマーク等を活用して各セクターに働きかけ 

 

（７）特別事業 

・COP12（10/6～17 韓国 平昌（ピョンチャン））において、UNDB-J の活動を紹介 

・ESD ユネスコ世界会議（11/4～8 岡山、11/10～12 名古屋）において、生物多様
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性に関する環境教育の普及方策の検討をはじめとする UNDB-J の活動を紹介 
 
５．主流化推進チームによる広報・主流化 

（１）地球いきもの応援団、生物多様性リーダー 

・地球いきもの応援団への新たな加入を広く呼びかけ 
・地球いきもの応援団の中から、国民一人ひとりが生物多様性の大切さを理解して

行動に移せるように先導する「生物多様性リーダー」を、セミナー等の機会を活

用して任命 
・生物多様性マガジン「Iki・Tomo（イキトモ）」において、地球いきもの応援団の

メンバーから生物多様性に関する取組やメッセージを紹介 
 

（２）生物多様性キャラクター応援団 

・キャラクター応援団への新たな入団を広く呼びかけ 
・セミナー等の機会を活用し、UNDB-J キャラクター「タヨちゃんサトくん」と開催

地のキャラクターが今後協力して普及啓発に取り組む「生物多様性キャラクター

応援団共同宣言式」を実施 
 
６．委員会等の運営 

・委員会（７月）、幹事会（２月）、運営部会（６月、９月、２月）を開催 

・寄付金の活用については UNDB-J 支援事業財務委員会（６月、２月）と連携 

・国連生物多様性の 10 年の折り返し地点である平成 27 年（2015 年）に向け、UNDB-J

の活動の中間評価を実施し、2020 年に向けたロードマップを描くため、UNDB-J

構成団体へのアンケートやヒアリング、セクターごとの意見交換会等を実施 

・中間評価やロードマップの方向性についてアドバイスを頂く懇談会を開催 

 
 
【参考】 
（１）UNDB-J 推進事業（愛称：Iki・Tomo 推進事業）について 

・UNDB-J 活動を拡大するため、UNDB-J 構成団体による事業との連携が効果的な事業や、
UNDB-J 構成団体からの提案事業等については、環境省（UNDB-J 全体の事務局）と調整の
うえ、UNDB-J 推進事業（愛称：Iki・Tomo 推進事業）に位置づけ、当該団体内に事務局
（愛称：Iki・Tomo 推進事務局）を設置 

・事業の実施にあたっては、UNDB-J 全体の事務局である環境省と連携しつつ実施 
 
（２）寄付協賛募集事業について 

・事業規模の拡大等を図るため、事業の目的や趣旨に応じて、企業等に寄付協賛を呼びか
けつつ事業を実施 

・例えば、「生物多様性の本箱」の各作品を東北に寄贈するプロジェクトについては、各出
版社への協賛（本の提供）の呼びかけや、企業等への寄付（寄贈式の実施費用の負担等）
の呼びかけについても実施を検討 

 
（３）UNDB-J タイアップ事業について 
・企業等と UNDB-J がタイアップし、生物多様性の普及啓発ツール・アイテムを作成 
・例えば、「Iki・Tomo」の発行については、企業等の生物多様性に関する取組を掲載する

企画についても実施を検討（企業等は制作費等を負担、UNDB-J は生物多様性に関するコ
ンテンツを提供するなど） 

★ 

★ 
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